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尿路性器感染症に対す る6059-Sの 臨床的検討
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金沢大学医学部泌尿器科学教室

(主任:黒 田恭一 教授)

新 しく開発 された抗生剤6059-Sを 尿路感染症および男子性 器感染症の計21例 に使用 し臨床効果

を中心に検附 した。

副作用のため投薬 を中止 した1例 を除 く慢性複雑性 尿路感染症16例 の臨床効果は著効1例,有

効6例,無 効9例 であ り,有 効率は43。8%で あった。急性男子性器感染症4例 の臨床効果は著

効3例,有 効1例 であ り有効率は100%で あった。 副作用は4例 に認め られ,発 疹1例,GPT

およびアルカ リフォスファターゼの上昇1例,GPTの 上昇1例,BUNの 上昇1例 であった。

は じ め に

6059-Sは 塩野義製薬研究所 にて 開発 された新抗生物質で,

Fig.1の よ うな化学構造式を有する。本剤は広範囲 な抗菌 スペ

Fig.1 Chemical structure of 6059-S

クトラムを有 し,特 にグラム陰性菌に対して強い抗菌活性を育

するとされている1)。

われわれは本剤の尿路性器感染症に 対する臨床効果を中心に

検討したのでその成績を報告する。

対象および方法

1. 対象

対 象は尿路感染症17例(男 子13例,女 子4例,

年令は31～85歳 で平均70.8歳),お よび男子性 器感

染症4例(年 令27～45歳 で 平均33.3歳)の 計21

例である。

尿路感染症17例 の内訳は全例尿路 に基礎疾患を有す

る慢性複雑性 尿路感染症(慢 性膀胱炎16例,慢 性腎盂

腎炎1例)で あった。 また基礎疾患と しては,前 立腺

肥大症8例,神 経因性 膀胱7例,膀 胱腫瘍,水 腎症が

各1例 であ った(Table 1)。

男子性器感染症4例 の 内訳は 急性副睾丸炎,急 性前

立腺炎各2例 で,全 例急性症であった。 尿路感染症 の

診断基準 は,UTI薬 効評価基準(第 二版)に 準 じ2),

投薬前膿尿5コ/hpf以 上,投 薬前総菌数104コ/ml

以上存在することを条件とした。男子性 器感染症は臨床

所見 よ り診断 した。

2. 投薬量および投薬方法

投薬量は20例 に19,1例 に29を 朝夕2回 に分割

し,生 理食塩水 または5%ブ ドウ糖注射液20mlに 溶

解 し,3分 間かけて静注 した。投薬期間は尿路感染症,

男子性器感染症とも5日 間 とした。

3. 効果判定

尿路感染症の 効果判定 は,UTI薬 効評価基準の 慢性

症における基準に 準 じて 行な った。 また 男子急性性器

感染症 の効果判定 は,局 所の腫脹,痔 痛,発 熱の3症

状を指標とし,3症 状と も軽快を著効,2症 状軽快を有

効,そ れ以外を無効 の3段 階に判定 した。

成 績

1. 臨床効果

尿路感染症17例 のうち副作用出現のため投薬を中止

した1例 を除 く16例 の総合臨床効果 は,著 効1例,

有効6例,無 効9例 で有効率 は43.8%で あった(Table

1,2)。 また症例数は少ない ものの,UTI薬 効評価基準

による疾患病態群別 に 分けると,単 独感染は3例 であ

り,そ の内訳はカテーテル留置群(第1群)2例,下 部

尿路感染群(第4群)1例 で あった。混合感染は13例

であり,カ テーテル留置群(第5群)7例,非 留置群

(第6群)6例 であった。 単独感染では 有効1例,無

効2例 であ り,混 合感染では著効1例,有 効5例,無

効7例 で,全 体の有効率 は44%で あった(Table 3)。

尿路感染症16例 における6059-Sの 膿尿と細菌尿の

効果に ついてみると,膿 尿が 正常化 したのが2例(

12.5%),減 少 したのが3例(18.8%),不 変が11例

(68.8%)で あ り,細 菌尿については 陰性化 したものが

6例(37.5%),菌 交代を 起 こした ものが4例(25.0
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Fig.2 Influences of 6059-S on clinical laboratory examinations

RBC Hb WBC BUN

Creatinine GOT GPT Al-P

%),不 変が6例(37.5%)で あ り,細 菌尿の改善率が

膿尿の改善率に比 して高か った(Table 2)。

細菌学的効果についてみ ると,投 薬前 に尿中か ら分離

された総菌株数は33株 であ り,26株 が消失 し,7株

が存続し,消 失率は78.8%で あった。 菌種別に みる と

Streptocoocus faecalis 5株,Pseudomonas aeraginosa,

Pseudomonas sp.各 々1株 ず つ を 除 い て 全 菌 種 が 消 失

した 。投 薬 後 出 現 菌 はStreptococcus faecalisが3株,

Psendomonas aernginosa,Yeast like organism各 々2

株ず つ,Klebsiella sp.,Staphylococcus epidermidis各

々1株 ずつの計9株 であった(Table 4 ,5)。

男子急性性器感染症4例 の臨床効果は著効3例,有

効1例 であ り,有 効率100%で あった(Table 6)。

2. 副作用

アレルギー反応などの臨床症状を観察す るとと もに本

剤投薬前後における赤血球数,血 色素量,白 血球数,腎

機能(BUN,血 清 クレアチニ ン),肝 機能(GOT,GPT,

アルカリフォスファターゼ)な どを測定 し,そ の成績の

概 略をFig.2に 示 した。

臨床症状 と して1例 に投薬2日 目か ら全身に発疹が

出現 し,投 薬中止によりすみやかに消失 した。臨床検査

値 の異常は3例 に認め られ,1例 にGPTお よびアル

カ リフ ォスフ ァターゼの上昇(GPT 21→45 U,Al-P

14→24 U),1例 にGPTの 上昇(GPT 16→43 U),

1例 にBUNの 上昇(BUN 17→29mg/dl)が 認めら

れた。

考 案

本剤 の 臨床効果に ついては,慢 性複雑性 尿路感染症

16例 の有効率43.8%で あ り,他 施設 の成績1)と 比較

してやや有効率が低 かった。これは一般に有効率が低い

とされている混合感染が対象の大半を占めた こと,さ ら

に難治性 とされている留置カテーテル症例が半数を占め

たことによるものと考え られた。ちなみに疾患病態群別

に検討 してみ ると,混 合感染群の 有効率46%は 他施設

の報告1)と 類 似 してお り,必 ず しも低率とはいえない。
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Table 2 Overall clinical efficacy of 6059-S in complicated U.T.I.

(0.5•`1.0g•~2/day 5 days treatment)

Table 3 Overall clinical efficacy of 6059-S classified by type of infection

また細菌学的効果に ついてみて も 消失率は78.8%で あ

り,存 続 した7株 中5株 は本剤の抗菌力が弱いとされ

ているStreptococcus faecalisで あ った。 本剤 は従来の

セ フ ァ ロス ポ リン系 薬 剤 に耐 性 で あ ったSerratia mar-

cescens,Pseudomonas aeruginosaに も薬 効 が期待で きる

が,今 回 の分 離 菌 の う ちStreptococcus faecalisの 占め
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Table 4 Bacteriological response to 6059-S in complicated U.T.I.

Table 5 Strains appearing after 6059-S
treatment in complicated U.T.I.

る割合が大きかったことも有効率が低 くなった原因の一

つとも言えよう。

男 子性器感染症の薬効評価基準と してはいまだ統一さ

れたものはな く,今 回は臨床症状 だけを指標と して判定

した。急 性男子性器感染症4例 は すべて 有効以上 とい

う満足すべき成績であ った。

副作用 としては,1例 に発疹がみ られ投薬 を中止 した

が一過性 の 軽度のものであった。 また1例 にアルカ リ

フ ォスフ ァターゼ,GPTの 上昇,1例 にGPTの 上昇が

認め られた。また1例 にBUNの 上昇が認められたが

血清 クレアチニ ン値 は正常であ り腎障害 とは断定できな

か った。
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Table 6 Clinical summary of male genital organ infection cases treated  6059-S

(0.5g•~2/day,5 days,i.v.)

*:

Before treatment

/ After treatment
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6059-S,a new injectable antibiotic,was evaluated clinically.Twenty-one patients with genitourinary

tract infections were given 6059-S intravenously in daily dose of 1g to 2g for 5 days.The results ob-

tained were as follow:

1) The clinical results of 16 patients with chronic complicated urinary tract infections were excellent

in 1 case(6%),good in 6 cases(38%)and poor in 9 cases(56%).In one patient with chronic complicated

cystitis clinical effect was unevaluable because of cessation of 6059-S administration caused by eruption.

2) The clinical results of 4 patients with acute infections of male genital organ were excellent in 3

cases(75%)and good in 1 case(25%).

3) Side effects were observed in four patients;skin eruption,elevated transaminase and alkaline phos-

phatase,elevated transaminase,and elevated BUN in each one case.


